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ベッティーナ・フォン・アルニムとベートーヴェン
山　下　　　剛
１．ベートーヴェンとの出会い
ベッティーナ・ブレンターノ（後のフォン・アルニム）は1810年の春、
ウィーンにいた。義兄サヴィニー一家の許に身を寄せていたベッティーナ
は、南ドイツのランツフートからザルツブルクまで見送ってくれた一家や
友人たちと別れ、ブレンターノ家が土地を所有していたボヘミアのブコヴ
ァーンへ向かう途中に、ここに立ち寄ったのである。５月後半のことであ
った。ウィーンにはベッティーナの腹違いの兄フランツに嫁いだアントー
ニエ（トーニ）の実家であるビルケンシュトック家があった。前年の1809
年にアントーニエの父が亡くなると、フランツはブレンターノ家の家業で
ある商家をさらに発展させるべく、妻とともにここに移住し、支店を開設
しようとしていた。ベッティーナはゲーテ宛の書簡で、逗留先の名家ビル
ケンシュトック家の様子を次のように記している。
20,000点の銅版画、27,000点の素描、何百点もの古い骨壺、エトルリア
のランプやら、大理石の花瓶やら、古代彫刻の手やそれ以外のばらばら
の腕や脚、たくさんの絵画——とりわけラファエロ、アン・デルサルト、
デューラー等々——古い中国の衣装、硬貨、宝石のコレクションなどに
混じって、海に住む虫たち、双眼鏡、数え切れないほどの地図、大昔に
没落した都市の地図類、とても芸術的に細工された杖の数々、そして最
後にカール大帝の剣〔……〕、こういったものがすべて色とりどりに私
たちを取り囲み、きちんと整理整頓されていました〔……〕1
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ベッティーナは、フランクフルトの実家と似て、教養があり裕福だが俗
物的なこの家の雰囲気にどうしてもなじめなかった。ベッティーナはフラ
ンツの子どもの面倒を見たり、早世した姉ゾフィーの婚約者だったヘルバ
ーシュタイン伯爵と散歩し、姉の悲しい思い出の跡をたどったりして過ご
した。帝都ウィーンの春もベッティーナには決して心躍るものではなかっ
た。ベッティーナはゲーテ宛の手紙でウィーンの社交界への不満や改宗ユ
ダヤ人たちの堕落した生活ぶり、音楽の貧弱さを訴えている。2
ウィーン滞在も残り数日となった６月のある日、ベッティーナの生涯に
決定的な出会いが訪れる。ベッティーナはあるピアニストが弾くベートー
ヴェンの《幻想曲ファンタジー》を聴いた。この《幻想曲ファンタジー》がどの作品を指すのかにつ
いては議論が分かれる。ロマン・ロランは《月光のソナタ》説を採るが 3、
ベッティーナ評伝作家であるフリッツ・ベットゥガーはさらにソナタ作品
27の可能性も示唆し4、ベッティーナの『回想録』の編者であるディータ
ー・キューンは《幻想曲ファンタジーロ長調》作品77だっただろうとしている。5 キュ
ーンは、このごく短い曲が持つ「転調の大胆さと意外性」、「途切れ途切れ
の書法」、「即興演奏のイリュージョン」といった特徴に、ベッティーナが
自分自身の即興性豊かな文章作法と相通じるものを直観したのではない
か、というのである。6 いずれにせよ、ベッティーナは《幻想曲ファンタジー》に感激
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1 FritzBttger:BettinavonArnim.EinLebenzwischenTagundTraum.（以下、Bttger）,Berlin
（Ost）（VerlagderNationBerlin）1986,S.102
2 Ibid.S.103
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1954年、人文書院、28頁，参照
4 Vgl.Bttger,S.104
5 Vgl.Bettine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Arnim:AusmeinemLeben.Ein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Khn（以下、Aus
meinemLeben）,FrankfurtamMain（FischerTaschenbuchVerlag）2009,S.245
6 Vgl.ibid.S.246
し、この名高い作曲家との面会を思い立つ。ビルケンシュトック家はベー
トーヴェンと付き合いはあったが、現在の住まいを知る者はなく、偏屈で
人間嫌いで知られるこの作曲家に敢えて近づこうとする者もなかった。こ
うと決めたら後に退かないベッティーナは、自力で住まいを探り当てると、
アントーニエに付き添いを頼んで、ベートーヴェンとの初対面を果たすこ
ととなる。
ベートーヴェンは1809年10月から10年５月までゲーテの悲劇『エグモ
ント』の曲作りに取り組んでいたが、それをやり遂げ、２年ぶりにウィー
ンへ戻ってきたところだった。彼は名声の絶頂にいた。ベッティーナ自身
も少女時代から本格的な音楽教育を受けており、作曲をし、仲間たちの前
で即興で歌うことを得意としていた。つまりこれは素人による興味本位の
訪問ではなかったのである。ベッティーナは友人であるアロイス・ビーラ
ー宛７月９日付の手紙にベートーヴェンの住まいと彼の風貌を次のように
記している。
彼の住まいは全く奇妙なものでした。最初の部屋にはピアノが２、３台
ありましたが、どれも脚がなく床に直に置いてあり、トランクには身の
回りのものが投げ込まれ、腰かけは脚が１本取れていました。次の部屋
には彼のベッドがありましたが、それは夏も冬も藁布団と薄い毛布１枚
きりでした。モミの木のテーブルの上に洗面器があり、夜具が床に脱ぎ
捨てられていました。ここで私たちはたっぷり半時間も待ちました。と
いうのも彼は髭剃りの最中だったからです。やっと彼はやってきました。
彼は小柄でした（彼の精神と心はあんなに大きいのに）、顔色は浅黒く、
痘痕あばた だらけで、人はそれを醜いと言います。しかし見事な額をしていて、
それは調和が取れとても気高く弧を描いており、素晴らしい芸術品のよ
うに驚嘆の眼差しで見とれてしまうほどです。髪は黒くて長く、彼はそ
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れを後ろに搔き上げており、やっと30歳になるかならないかに見えまし
た。彼自身自分の年齢を知らず、それでも35歳であると思っていました。7
実際の年齢は40歳であり、未だ独身のベッティーナは15歳下の25歳だ
ったが、彼女はそれよりずっと若く見えた。ベッティーナは周りの者たち
から、ベートーヴェンを刺激しないように慎重に行動せよとしきりに忠告
を受けていた。しかしベッティーナは相手の肩書きや世間の評判などに囚
われず、極めて率直にそして熱狂的に音楽への愛を語った。15分もすると
二人はすっかり打ち解けて、ベートーヴェンはベッティーナからもはや離
れたがらなかった。そして彼女を家まで送り、一日中そこに留まり、周り
の者たちを大いに驚かせた。ベッティーナはビルケンシュトック家を訪れ
たベートーヴェンをこう記している。
この人間はいわゆる誇りを持っていて、自分に無償で年金をくれる皇帝
であろうが貴族のご婦人であろうが、そういう人たちを喜ばせようとし
て演奏することはありませんでした。それでウィーン中で彼の演奏が聴
けることは滅多にありませんでした。それでも弾いてほしいという私の
要望に対して、彼はこう答えました。「で、いったいなぜ私が弾かなけ
ればならないのですか？」
「なぜなら私は自分の人生を最も素晴らしいもので満たしたいと思いま
すし、あなたの演奏がこの人生にとって一つの画期となるでしょうから」
と、私は言いました。
彼は私に、このお誉めの言葉にお答えするようやってみましょうと約束
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7 BettinevonArnimWerkeundBriefe,Bd.4,FrankfurtamMain（DeutscherKlassikerVerlag）
2004,S.124
し、ピアノの脇にあった椅子の端に腰かけ、片方の手でそっと弾きまし
たが、それはまるで人に聴かせる嫌悪の気持ちに打ち克とうとしている
かのようでした。突然彼は周りのことをすべて忘れました。そして彼の
魂はハーモニーの大海の中に広がっていきました。私はこの人を限りな
く好きになりました。8
ベッティーナの直観はこの芸術家の本質を即座に捉えた。彼女の文章は
世慣れない不器用なベートーヴェンの惨めな実生活と彼の比類ない偉大な
芸術との対比を鮮やかに照らし出している。
彼の芸術に関するすべてにおいて彼はとても支配的であり真実であるの
で、敢えて彼に近づこうと思う芸術家はいません。彼のその他の生活に
おいてはしかしとても純心無垢なので、周りの者たちは彼を思い通りに
扱うことができます。〔……〕友人たちや兄弟たちは彼を食い物にして
います。彼の身なりはぼろぼろで、見かけは全くみすぼらしいですが、
人物は堂々としていて立派です。これに加え彼はとても耳が遠く、ほと
んど全く何も見えません。曲を書き上げたときにはしかし、彼は耳が全
く聞こえなくなり、外界に向けた彼の眼差しは混乱してしまいます。そ
れは、全ハーモニーが彼の脳の中で進み続けており、彼はこれにしか彼
の五感を向けることができないからです。彼を世界とつないでいるもの
（視覚と聴覚）はつまり全く切断されており、それで彼はこの上なく深
い孤独の中で生きているのです。9
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8 Ibid.S.124f.
9 Ibid.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ベートーヴェンは、ベッティーナがウィーンを発つまでの３日間、毎晩
彼女を訪ねてきて、自作のゲーテ歌曲を贈り、ベッティーナによれば、
「毎月少なくとも１度は手紙を書いてほしい、彼には私以外に友人がいな
いのだから」10と懇願したという。ベートーヴェンはこのときテレーゼ・マ
ルファッティへの恋に破れた直後であった。
二人をつないだのは音楽への熱意とゲーテに対する限りない敬意と愛情
だった。ベッティーナはベートーヴェンに理想の天才像を見出して夢中に
なり、音楽へ寄せる熱い思いを率直に語った。そこには素人臭い物言いも
あっただろうが、ベートーヴェンは、物怖じしない、情熱に身も心も委ね
てしまうこの若く聡明な女性にすっかり魅了されてしまった。ベッティー
ナが1835年に発表した『ゲーテとある子どもの往復書簡集』（以下、『往復
書簡集』）によれば、このときベートーヴェンがベッティーナに贈ったゲ
ーテ歌曲は、ミニョンの歌『君よ知るや南の国』と『憂いの喜び』（乾く
な、永遠の愛の涙よ！）であったという。11
２．ベッティーナからゲーテへの働きかけ
ベッティーナがベートーヴェンとの出会いを果たしていた頃、ゲーテは
ボヘミアの温泉場カルルスバートにいた。ゲーテはベッティーナに手紙は
こちらに寄こすように知らせていた。ベッティーナはベートーヴェンと出
会った感動をすぐにでも知らせたいと思ったが、ベートーヴェンについて
初めて言及されるのは、出会いから２ヶ月近く後の７月６日付の手紙にお
いてだった。しかもこの話題は唐突に中断されている。この手紙は残念な
がら失われており、『往復書簡集』にはこれの代わりとなる５月28日付ウ
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10 Ibid.S.125
11 Vgl.Bttger,S.106
ィーン発の手紙が収められている。つまり、虚構を含む『往復書簡集』で
は、ベートーヴェンとの出会いの直後に手紙が書かれたことになっている。
この時間差は何を意味するのだろう。ロマン・ロランは、『往復書簡集』
中の手紙は、ベートーヴェンと交わした会話をベッティーナが焔のような
言葉に身を焼かれるような思いで何日も何十日もかけてまとめ上げたもの
に違いないと解釈している。ベッティーナはゲーテの気を引くために、ベ
ートーヴェンを自分と同じゲーテ崇拝者に仕立て上げることに苦労し、結
局は溢れ返る言葉のために手紙を完成することができなかった。それで、
ゲーテに会って直接感動を伝えることにしたというのである。12
サヴィニーが家族とベッティーナを連れ帰るためにベルリンからブコヴ
ァーンにやってくる。帰路テープリッツで、８月６日からゲーテが湯治の
ため逗留していると知る。一行とゲーテはここで思いがけない再会を果た
し、８月10日と11日の２日間をともに過ごしている。このときベートー
ヴェンが話題に上ったかどうか、確実な証拠はないが、11日付でゲーテが
妻クリスティアーネに宛てた手紙には、「彼女は私に際限なく語った。昔
のから最近のまでいろいろな冒険話を」13とあり、ベッティーナの性格から
して、ベートーヴェンとの出会いについて語らなかったとは考えにくい。
その場にはゲーテの友人で音楽のご意見番だったツェルターも同席してい
た。ベルリン・ジングアカデミーの理事長として当時のベルリンの音楽界
を牛耳っていたツェルターは、1808年11月12日付でヴァイマルのゲーテ
に宛てて、ケルビーニやベートーヴェンなど当時世間で極めて重要な才能
として話題となっていた音楽家について、「ハエを叩くのにヘラクレスの
棍棒を使用する」14者たちと書き、新しく台頭してきた音楽に対して完全に
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12 ロマン・ロラン、30-32頁、参照
13 Bttger,S.107
背を向けていた。ゲーテも自作の詩の味わいを損なわないツェルターの控
え目な曲作りを好ましく感じており、ベートーヴェンに対してさほどの関
心は抱いていなかった。ベッティーナは胸に溜め込んでいた思いを、熱に
浮かされたように滔々とまくし立てただろう。ツェルターが冷ややかな反
応を示せば示すほど、ベッティーナは反抗的になり、口調はますます熱を
帯びていったに違いない。ゲーテはいささか当惑する思いで、ベッティー
ナの話を聞くともなく聞いていたのだろう。このときベッティーナが語っ
た内容は、『往復書簡集』の1810年６月６日付の虚構の手紙から推測する
ことができる。これはゲーテの実際の言葉が基になって書かれていると推
測されている。ロマン・ロランが述べるように、この手紙はベートーヴェ
ンとの出会いや彼と過ごした時間、彼と交わした会話の内容を文字通り正
確に写し取ったものではなく、後年のベッティーナの記憶の中で後光に包
まれ、さらに魅惑を増した物語であり、そこに述べられたベッティーナの
心情は紛れもなく本物であろう。15
1806年６月からゲーテの母の許に度々通い、幼少年期のゲーテの思い出
話を聴くうち、ゲーテへの憧れをさらに募らせていたベッティーナは、
1807年４月23日、ヴァイマルでゲーテと初対面を果たし、文通を始める。
その年の11月初めには、サヴィニー一家、兄クレーメンス、その友人アル
ニムとともに10日間ヴァイマルに滞在し、ゲーテとの交流を深めていった。
ゲーテは18年間生活を共にしていたクリスティアーネと1806年10月に結
婚していたが、ゾフィー・フォン・ラ・ロッシュの孫であり、かつて愛し
たマクシミリアーネの娘であるベッティーナに心を動かされた。青春の熱
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14 Ibid.S.108
15 ロマン・ロラン、30−31頁、参照
い感情が蘇ったと感じただろう。クリスティアーネもゲーテの気持ちに気
づいてはいたが、ベッティーナに対して表向きは友好的に振る舞っていた。
1807年から1811年の間のゲーテ宛ベッティーナ書簡は41通、ゲーテから
の返信は秘書が書いたものを含め17通が知られている。16 ベッティーナの
手紙はゲーテへの熱烈な愛の言葉に溢れており、1807年 12月初めの手紙
からはduが使われるようになるが 17、ゲーテからの返信は短くそっけない
ものが多い。これは公的な秩序や体面を重んじるヴァイマル公国の枢密顧
問官としての立場がそうさせたものであって、ゲーテの本心は違っていた。
ゲーテはベッティーナからの愛に感謝し、それを求めさえした。1807年の
クリスマス前にゲーテはベッティーナのために２編のソネットを書いて送
り、その愛に応えた。その中にはベッティーナの手紙にあった愛の言葉が
そのまま採り入れられていた。18 そして、ベッティーナがベートヴェンと
出会った1810年は、ゲーテがベッティーナに最も心を惹かれていた年であ
り、25歳のベッティーナにとっても 62歳のゲーテがすべてだった。ベッ
ティーナはベートーヴェンの芸術に夢中になった。ベートーヴェンもベッ
ティーナに心を開き、創造の秘密を語り、自分のことをゲーテ宛の手紙に
是非書いてほしいと懇願した。19 ベートーヴェンは手紙の中で生涯でただ
一人ベッティーナをduで呼んでいるが 20、これはベッティーナに対する不
器用な信頼の証しであって、二人の間にどれほどの恋愛感情があったのか
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16 Vgl.MichaelaDiers:BettinevonArnim,Mnchen（DeutscherTaschenbuchVerlag）（以下、Diers）
2010,S.133
17 Vgl.HermutHirsch:BettinevonArnim,ReinbeckbeiHamburg（RowohltTaschenbuchVerlag）
（以下、Hirsch）1987,S.43
18 Vgl.Diers,S.134
19 ロマン・ロラン、15頁、参照
20 Vgl.Hirsch,S.108
はわからない。この頃のベートーヴェンはベッティーナの義理の姉アント
ーニエに実らぬ恋をしていた。後にテープリッツで書かれ、出されること
のなかったベートーヴェンの「不滅の恋人への手紙」とは、このアントー
ニエに宛てたものだったというのが、今日の定説となっている。少なくと
もベッティーナは、芸術に真摯な態度で向き合う天才音楽家としてのベー
トーヴェンを愛したのであって、彼の真価をゲーテに伝えることが自分に
与えられた使命であると受け止めていた。
18世紀の古い音楽美学に凝り固まっていたツェルターの存在によって、
ゲーテの心を思うように動かすことができなかったベッティーナは、ベー
トーヴェン自身にゲーテ宛の手紙を出させようと思い立つ。1811年４月半
ば、ウィーンのベートーヴェンからヴァイマルのゲーテの許に《エグモン
ト》の総譜が届く。手紙にはとても謙虚で敬意に満ちた調子でこう書かれ
ていた。
ベッティーネ・ブレンターノが私に保証してくれました。あなた様が私
を好意的に、いやそれどころか友情を込めて受け入れてくれるでしょう
と。そうでなければ私はしかし、そのように受け入れていただけるなど
とどうして考えられるでしょう。あなた様の素晴らしい創作物の数々に
対する最大の敬意、言い尽くせない気持ちを抱いてあなた様に近づくこ
としか私にはできないのですから。21
ゲーテはベートーヴェンの音楽が持つエネルギーとそれを抑え込もうと
する高圧的な意志の力に恐怖を感じたが、この手紙を受け取って、やっと
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21 Hirsch,S.108
ベートーヴェンと会ってみてもよいと思い始める。二人の間で手紙が交わ
され、1812年７月にテープリッツで二人の対面がとうとう実現することと
なる。
３．ベッティーナの結婚
ベッティーナの身辺にも変化の兆しがあった。兄クレーメンスの親友で
あり、1805年に第１巻が出版されたドイツ古謡集『少年の魔法の宝角』の
共同編纂者であったアヒム・フォン・アルニムから、ベートーヴェンと知
り合った直後の1810年６月に求婚されていたのである。頭の中がゲーテや
ベートーヴェンのことで一杯だったベッティーナには、結婚など当初は思
いもよらなかった。ベートーヴェンと会って以来、音楽に身を捧げたいと
の思いもあり、求婚するアルニムには曖昧な言葉を返していた。アルニム
は結婚相手として決して悪い人物ではなかったが、自由を手放してまで結
婚したいと思うほど心動かされる相手でもなかった。それでも２度目の求
婚の際には、アルニムの誠意を受け入れる気持ちになった。ベッティーナ
は1810年11月にテープリッツを去る際、ゲーテにアルニムと結婚するこ
とを告げている。ゲーテは内心裏切られたとの思いもあっただろうが、自
分を所有したがるベッティーナの激しい愛を持て余してもいたので、ほっ
とするところもあっただろう。1810年冬以降、ゲーテの気持ちはベッティ
ーナから急激に離れていった。若い詩人たちはゲーテを尊敬し、ゲーテも
アルニムたちの新しい文学を初めのうちは好ましく受け止めていたが、そ
の潮流に徐々に不安や脅威を感じるようになり、不快感を露わにしていっ
た。ただ、だからと言ってベッティーナを全くはねつけるわけにもいかな
い事情があった。1808年９月 13日に母を亡くした今となっては、自分の
幼少期を知る者はベッティーナただ一人であった。ゲーテは自伝的作品
『詩と真実』を書き上げるために、ベッティーナの協力を是非とも必要と
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していたのである。
４．ヴァイマルでのスキャンダル
1811年３月 11日にベッティーナはアルニムと結婚し、ベルリンの中心
部に居を定めた。二人は遅い新婚旅行を兼ねてヴァイマルを目指し、８月
25日に到着すると、その日のうちにゲーテを訪ねている。ゲーテは『詩と
真実』第一部の締めくくりに取り組んでいるところだったが、それを脇に
置いて、アルニム夫妻をもてなした。ゲーテは毎日のように食事を共にし、
日に何度も訪問し合い、散歩や遠出、客を招いてのおしゃべりを楽しんだ。
ゲーテ側は１週間の滞在を見込んでおり、アルニム夫妻は２週間を予定し
ていた。ところがベッティーナに妊娠の兆候が現れたため、滞在は長引き、
とうとう４週間目に突入した。ゲーテ家にとってもアルニム夫妻との付き
合いが負担になっていった。そんなときヴァイマル社会を騒然とさせる一
大スキャンダルが起こる。
９月13日の午後、ゲーテの絵の助言者であり友人でもあった画家マイヤ
ーが主催する絵画の展覧会の初日のことだった。少女時代に絵画製作の手
ほどきを受けていたベッティーナは、自分の審美眼に自信があった。展示
品の中にはディレッタント的なものも少なくなく、ベッティーナは嘲笑し
たり自分の感想を遠慮会釈なく口にしたりしながら次々と絵画を眺めてい
った。ある作品の前にさしかかり、ベッティーナがその絵に相変わらずケ
チを付け始めたとき、ベッティーナに付き添っていたクリスティアーネは
とうとう我慢の限界に達した。それはゲーテお気に入りのマイヤーの絵だ
ったからである。クリスティアーネはゲーテが侮辱されたと感じ、ベッテ
ィーナと激しい口論となった。クリスティアーネはベッティーナの鼻先か
ら眼鏡をもぎ取り、床に叩き付けた。そして、我が家の敷居を二度と跨が
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せないと宣言した。別室にいたアルニムが悲鳴を聞いて駆け付けると、そ
こには物見高い人々に囲まれて、青ざめたベッティーナがぶるぶる震えて
茫然と立ち尽くしていた。ベッティーナはアルニムとの結婚後もゲーテへ
熱い求愛を続けており、それを知らないわけではなかったクリスティアー
ネは、その憤りをこの瞬間までずっと胸に仕舞い込んでいたのである。こ
の一件の直後、教養もなく赤ら顔で太っていたクリスティアーネを揶揄し
たベッティーナの次の言い回しが、ヴァイマル中に広まったという。
サラミソーセージが気が触れて、私に噛み付いたのよ。22
ヴァイマルにはベッティーナに喝采し、肩入れする者も少なくなかった。
ゲーテは悩んだ挙句、妻の側に付き、アルニム夫妻と絶交する。
ゲーテの恩寵を失ったベッティーナは、事態の打開を図ろうと、ゲーテ
に向けてあらゆる働きかけをしたが、すべては虚しかった。
５．ゲーテとベートーヴェンの邂逅
そうこうするうち、1812年５月５日、アルニム夫妻に長男フライムント
が誕生する。ベッティーナは医師から温泉場での療養を勧められ、夫とサ
ヴィニー夫人である姉クニグンデ（グンダ）とともにテープリッツへ向か
う。そして７月23日の夜に現地入りする。
実はこの直前に、ベッティーナ抜きで、ゲーテとベートーヴェンはこの
地で対面を果たしていた。ゲーテはこれ以前からベートーヴェンと手紙を
交わし、ベートーヴェンを理解しようとしていた。ベッティーナの熱心な
働きかけが実を結んでいたのである。
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22 AusmeinemLeben,S.274
1812年７月にカルルスバートにいたゲーテは、オーストリア皇后との面
会のため、テープリッツにやってくる。この小さな温泉場には、ナポレオ
ン対策を話し合うためにヨーロッパの名だたる貴族や諸侯が集結してい
た。ゲーテは、偶然にも1週間前からここにベートーヴェンが来ているこ
とを知り、７月19日にゲーテの方から訪問する。ベートーヴェンは尊敬す
るゲーテに対して曲を演奏し、自分の芸術を熱く語った。ゲーテもたちま
ちベートーヴェンに心を奪われた。そして23日まで二人の濃密な交流が続
いた。ところがここで、二人の芸術家気質の違いを浮き彫りにする出来事
が起こる。ピュックラー侯爵に宛てたベッティーナの手紙が、その一部始
終を我々に伝えてくれる。この手紙は、おそらくベートーヴェンが事件の
直後にベッティーナに直接語った言葉や口調をかなり正確に反映している
と考えられている。
そうこうするうち、散歩の途中で彼ら〔筆者注：ゲーテとベートーヴェ
ン〕に向かって大勢の廷臣を引き連れて皇后と公爵たちがやってきまし
た。するとベートーヴェンが言いました。「私の腕につかまっていてく
ださい。彼らの方が私たちに道を譲るべきなのです。私たちではありま
せん。」——ゲーテの考えは違っていて、ゲーテはこの事態が不愉快にな
り、ベートーヴェンの腕から身を放し、帽子を取って道端に立ちました
が、ベートーヴェンは腕組みをしたまま公爵たちの真ん中を突っ切って
いき、帽子をわずかに浮かせただけでした。すると公爵たちは両側に分
かれて彼に道を空け、全員が彼に愛想よく挨拶しました。彼は向こう側
に立ち止り、ゲーテを待ちました。ゲーテは深々とお辞儀をして公爵た
ちに道を譲っていました。——そこでベートーヴェンは言いました。「私
はあなたをお待ちしていたのですよ。なぜなら私はあなたをあなたにふ
さわしいように尊敬し敬意を抱いているからです。でもあなたは彼らに
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敬意を払い過ぎです。」——後でベートーヴェンは私たちのところへ駆け
てきて、私たちにすべて話してくれました。そして、ゲーテをこんな風
にからかってやったと、全く子どもみたいに喜んでいました。23
この一件の後、ゲーテとベートーヴェンは二度と会うことはなかった。
貴族階級に対してまでも傍若無人に振る舞うベートーヴェンが、階級と社
会秩序を何よりも重んじるゲーテには受け入れられなかった。ゲーテには
ベートーヴェンと彼の音楽がやはり根本のところでは理解できなかったの
である。７月末ベッティーナはテープリッツでゲーテと予期せぬ遭遇をす
る。言葉をかけたベッティーナに、ゲーテは背を向け、無言で立ち去った。
ゲーテはクリスティアーネ宛の手紙でこう書いている。
アルニムたちに私はほんの少しも目をくれない。私はあの気違い病院の
住人たちから逃れられて、とても嬉しい。24
ゲーテとベートーヴェンを会わせようというベッティーナの長年の努力
は、やっと実を結んだかに見えて、結局は不幸な結果に終わったが、そも
そもベッティーナの強い思いがなければ、文学と音楽の二つの巨星がめぐ
り会うこともなかったのであり、そう考えれば、ベッティーナの努力は決
して無駄ではなかったのである。
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24 Diers,S.136
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